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研究成果の概要（和文）：本研究では情報系研究者、人文社会科学系研究者とその橋渡しをする対話基盤構築グ
ループによる対話プラットフォームを構築した。また、人工知能研究のアジェンダ特定と規範・倫理・制度に関
する価値観を可視化するため、人工知能研究者、人文社会科学研究者、政策系の専門家、SFなど創作/編集活動
関係者や一般市民など多様なステイクホルダーにアンケート調査を行った他、ロボットが導入されてる現場でイ
ンタビュー調査を行い、そこでの知見を論文やHP(http://sig-air.org/)で公開している。

研究成果の概要（英文）：We have constructed a dialogue platform with (1) Artificial Intelligence 
(AI) researchers, (2) social sciences and humanities researchers (SSH) and (3) science communication
 / policy researchers that bridges AI and SSH researchers. In order to visualize the agenda of 
Artificial Intelligence research and values on norms, ethics, and policies, we conducted a 
questionnaire survey of various stakeholders such as AI researchers, SSH researchers, policy 
experts, science fiction experts, the public, etc. In addition, we conducted an interview on the 
site where robots were introduced. We published the findings in journal and website (http://sig-air.
org/).

研究分野： 科学技術社会論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景  
(1) 研究開始当初から現在まで、人工知能に
関する話題は多く、Google Glass などのウェ
アラブルデバイスや自律的に走行・飛行する
ロボットカーが登場し、将棋・囲碁プレイヤ
ーが人間に勝つまでになっている。一方で、
プライバシー問題や法整備、今後の労働形態
のあり方など考えるべき課題が山積みとな
っている。 
 
(2) これに対し、2013 年には科学技術振興機
構（JST）が「知のコンピューティング」の
倫理的・法的・社会的問題（ELSI）への取り
組みを展開するほか、人工知能学会も 2014
年に「倫理委員会」を設置するなど、人工知
能の社会的影響についての異分野間対話の
必要性が認識され始めている。 
 
(3) また、開発中の「人工知能」として取り
上げられ話題になる技術だけではなく、膨大
なデータをもとに行動や判断の指針を示し
てくれるサービスやシミュレーションなど、
すでに我々の社会に浸透し始めている技術
は少なくなく、その社会的影響についての議
論が急務である。 
 
２．研究の目的 
(1) 研究者間の対話プラットフォーム構築 
政府による干渉や産業による利益誘導に左
右されない、異分野間の対話・交流を促すた
めの媒体やプラットフォームをボトムアッ
プで構築する。 
 
(2) 人工知能研究のアジェンダ特定と規
範・倫理・制度に関する価値観の創出 
異分野間による対話を通して、人工知能の目
指すべき共通アジェンダや社会の未来ビジ
ョンを設計し、技術開発・実装時の新設計基
準や規範・倫理・制度に関する価値観を提案
する。それを、社会や学会、産業界などのフ
ィードバックにかけながら洗練させる。 
 
３．研究の方法 
(1) 情報提供と情報共有媒体の構築 
本研究では、ほぼ２か月に１回、研究メンバ
ー全員が集まり、研究会あるいは合宿を開催
する。研究メンバー各自の専門と知見に基づ
いて、人工知能の規範・倫理・制度に関する
対話基盤と価値観の創出について検討、問題
提起を行う。 
研究体制は 3グループから構成される。①人
文・社会科学者グループは科学技術社会論や
応用倫理学・哲学で培われた知見を適用して、
国内外における人工知能やロボットなどの
周辺領域にて行われている研究の文献のレ
ビューを行い、社会的影響や制度設計におけ
る概念整理を行う。②人工知能研究者（AI）
グループは、自身の研究分野の最前線を紹介
するとともに、現在、細分化されている人工
知能研究全体の見取り図と自身の専門性に

基づいた未来の社会ビジョンを描く。③対話
基盤構築グループは、科学コミュニケーショ
ン/ジャーナリズムやＳＦ研究などで培われ
た知見を適用し、①と②のグループを価値あ
るネットワークとしてつなぐ役割を担うほ
か、日々の情報共有のため、一般向けのホー
ムページの他、関係者向けのクローズドな情
報共有・発信のための掲示板機能を設けたホ
ームページを設け、最新の研究情報や調査結
果などを確認・蓄積できるシステムを構築す
る。 
研究代表者・分担者 3名は、毎月打ち合わせ
を行うことで、3 つのグループを有機的につ
なげる 
 
(2)インタビュー調査とアンケート調査 
②AI 研究者同士でも、技術に対する社会的責
任や技術設計の思想、規範や倫理を議論する
場はあまりなく、アジェンダを共有するのは
難しい。そこで研究者及び実務者にインタビ
ューを実施し、人工知能研究のアジェンダに
関する構想やイメージなどの質的データを
収集する。収集したインタビューデータ記録
等から内容分析を行い、場合によっては現
場・研究室訪問を行い、研究開発や技術の利
用現場で参与観察を行ったうえで、技術の開
発・利用のされ方や開発者・運用側の認識や
経験の構造を整理・分類する。 
 
(3) 価値観の可視化 
(2)で収集したデータをもとに、人工知能の
目指すべき共通アジェンダや社会の未来ビ
ジョンの検証と、それを具体的に技術実装の
設計標準や、規範・倫理・制度の価値観創出
へとつなげていく作業を行う。またそのため
には量的なアンケート調査も行う。 
 
４．研究成果 
(1) 研究者間の対話プラットフォーム構築 
研究メンバー間で定期的な研究会を行った
他、応用哲学会、科学技術社会論学会や人工
知能学会にて積極的に企画や発表、情報収集
を行った。また、メンバー間において各研究
分野の問題意識や全体像を共有し、整理を行
った。 
主 な 実 績 と し て は 、 2015 年 4 月 に
Human-Computer-Interaction (HCI)に関する
世界最大の国際会議 ACM CHI2015 にて 2014
年に起きた人工知能の表紙問題を発端とし
た一例の事例研究について発表を行い、今後
の人工知能技術を考える上での倫理的な側
面や社会的な合意が必要とされている現状
について分析を行った。今回の報告は「ケー
ススタディ」という位置づけでの発表であっ
たが、ACM CHI では、日本人が技術の話以外
の発表を行うことはあまりないため、本研究
が現在行っている「人工知能と社会」に関わ
る活動の今後の展開や情報発信に多くの意
見や期待が寄せられた。 
また、2015 年と 2016 年両方とも人工知能学



会と科学技術社会論学会にて報告を行った。
科学技術社会論学会においては「人工知能が
浸透する社会を考えるワークショップ」を 2
年連続で開催し、倫理学、哲学、科学技術ジ
ャーナリズム、情報法、汎用人工知能研究者、
マクロ経済学者、医療倫理の研究者のほか、
独立行政法人科学技術振興機構や企業など
異分野・異業種の方を交えた議論の場を持っ
た。 
なお、これらの学会での活動は、WEB ページ
(http://sig-air.org/)にて報告書を掲載し
ている。 
 
（2）インタビュー調査 
実際に技術が使われている現場へのインタ
ビュー調査として、長崎県佐世保市ハウステ
ンボス内「変なホテル」へと視察に伺い、ロ
ボットの導入に関して、経営者・従業員、そ
して顧客のサービスに求める価値や労働環
境がどのように再定義されていくかについ
ての考察を行った。 
インタビューからは、「変なホテル」を運営
していくにあたって(1)「生産性を上げる」
や「干渉しないサービス」というホテル経営
の価値再定義に基づくビジョン、(2)現場コ
ンテキストである環境・技術・スキルに求め
られる創意工夫、そして(3)それに対する従
業員や宿泊客とロボットとのインタラクシ
ョンの適応・不適応から、「ロボットメイン
モデル」とでもいうべき近未来の人間－ロボ
ットが協同する「変わり続ける」労働現場の
一例が浮かび上がってきた（図 1）。 
 

 
図 1．「変なホテル」のモデルとアクター（AIR, 
2016 より抜粋） 
 
本研究成果は「情報処理」誌に掲載されたほ
か、2017 年 3月に Human-Robot Interaction
でも発表された。 
 
（3）アンケート調査 
人工知能研究に関する規範・倫理・制度設計
に関する価値観を把握するため、「知的な機
械・システム」に関するアンケート調査を実
施した。アンケートは人工知能研究者、人文
社会科学研究者のほか、政策系の専門家や SF
など創作/編集活動関係者、メディア、一般
市民など多様なステイクホルダーを対象と

し、考え方の相違点を可視化した。 
アンケートの設問は「知的な機械・システム」
の普及に関する現状認識や研究者に対する
信頼など 7 セクションからなる。そのうち、
機械と人間の関係性についての結果を紹介
する。今後 10 年で運転、育児、介護、人生
選択、健康管理、創作活動、防災、軍事の 8
分野について、（1）人間だけで行う、（2）人
間が主体で「知的な機械・システム」を活用
する、（3）「知的な機械・システム」に任せ
るが、人間が機械を監視・管理する、（4）ほ
とんど「知的な機械・システム」に任せる、
（5）わからない、の選択肢から 1 つ選択し
てもらった。 
図 2はグループごとに（1）から（4）の平均
値を示したものである。クロス分析の結果、
軍事（p=.0060）、介護（p=.0016）以外は
p<.0001 で有意差があった。 
 

 
図２．8分野別での分布（江間有沙、2016 よ
り抜粋） 
 
このようにステイクホルダー間での考え方
の差を明らかにした本調査の結果は、人工知
能学会で発表されたほか、本調査の第 1回ア
ンケート結果を踏まえた速報結果が、IEEE 
Technology and Society Magazine 誌に、第
2 回調査も合わせた結果が「情報管理」誌に
掲載された。 
 
(4)今後の研究への示唆 
技術開発・実装時の新設計基準や規範・倫
理・制度に関する価値観を提案するには、質
的・量的な調査を通じて多様な価値観を可視
化していくだけではなく、より多くの人たち



が対話に加わって対話していけるようなプ
ロセスを構築する必要がある。そのため本調
査で得られた成果をもとに、今後は多様で変
化する価値に気付き予防的に安心して議論
や試行錯誤ができる場の構築を行っていく
予定である。 
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